
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道内各地再開発事例 

 

 

市街地再開発事業 

稚内市 稚内駅前地区 

（キタカラ（KITAcolor）） 

【事業の目的】 

 稚内駅を中心とした中央地区は、多くの市民から「マチ」として親しまれ、宗

谷の経済・文化の拠点として発展してきました。 

しかし、市街地の拡大と中心部の人口減少、郊外幹線道路沿いへの大規模店舗

の進出に伴う商店街の衰退等により賑わいや活力が失われつつありました。 

こうした状況への対応策として、稚内駅周辺地区をかつての賑わいのある中心

市街地とすることを目的に、稚内駅前地区市街地再開発事業（再開発組合）、稚内

駅前広場整備事業（北海道）、国道 40 号整備事業（国）、ＪＲ稚内駅整備事業（Ｊ

Ｒ北海道）、みなと振興交付金事業（稚内市）で一体的に「マチ」と「みなと」の

連携したまちづくりを進め、交通・情報・交流・賑わいの拠点として整備しまし

た。 

平成 23 年度で全ての関連事業が完了し、平成 24 年 4 月 29 日には、ＪＲ稚

内駅、２４時間トイレ、キタカラ（再開発ビル）を含む全体のグランドオープン

となり、新たな稚内駅周辺地区が形成されました。 

また、５月３日には、北海道で１１４番目となる日本最北の道の駅「わっかな

い」も同地区で誕生しました。 

【施設の概要】 

事業期間：平成 18 年度～平成 23 年度 

施行者：稚内駅前地区市街地再開発組合 

所在地：稚内市中央 3 丁目 

 

地区面積： 4,335 ㎡ 

敷地面積： 3,440 ㎡ 

建築面積： 2,338 ㎡ 

延床面積： 6,785 ㎡ 

用途：事務所、コンビニ、バスターミナル、 

   飲食・物販施設、映画館、高齢者住宅、 

   グループホーム、地域交流センター（ 

   まちなか情報コーナー、キッズルーム、 

   会議室等） 

階数等：地上 6 階、地下 0 階、1 棟、RC 造 

総事業費： 2,930（百万円） 

うち国費：  660（百万円） 

位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整  備  前 

再開発ビル キタカラ全体図 

キタカラセレクト 

（飲食・物販）（上） 

(キタカラ 1Ｆ) 

 

 

キッズルーム（下） 

(キタカラ 2Ｆ) 

施設 HP：http://www.kitacolor.com/ 


